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匝瑳市議会の議会運営等の正常化のための調査特別委員会会議録 

 

日  時  令和２年４月１５日（水曜日）午後３時０１分開議 

 

場  所  第２委員会室 

 

会議に付した事件 

（１）議事録について 

（２）本件に関する調査について 

（３）今後の委員会での調査を含めた進め方について 

 

出席委員等（８名） 

    委員長  浅 野 勝 義 君   副委員長  林   明 敏 君 

    委 員  宮 内 康 幸 君     〃   平 山 政 利 君 

     〃   行 木 光 一 君     〃   佐 藤   悟 君 

     〃   田 村 明 美 君    議 長  石 田 勝 一 君 

欠席委員（０名） 

 

事務局職員出席者 

事 務 局 長 増 田 善 一 主 幹 山 﨑 利 男 

主 査 川 島 誠 二   
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開議の宣告（午後 ３時０１分） 

○浅野勝義委員長 それでは定刻になりましたので、委員会を開きます。 

皆さん、大変な騒ぎの中ですね、御参会いただきまして、大変御苦労さまでございます。 

本日、ただいまの出席委員数は７名であります。 

よって、定足数に達しておりますので、会議は成立いたしました。 

ただいまから匝瑳市議会の議会運営等の正常化のための調査特別委員会を開きます。 

各位の御協力をよろしくお願いいたします。 

本日の議題につきましては、お手元の次第にありますように、１、議事録について、２、

本件に関する調査事項について、３、今後の委員会での調査を含めた進め方について、であ

ります。 

これより、議事に入ります。 

  ───────────────────── ◇ ─────────────────────   

○浅野勝義委員長 まず１番目の議事録について、を議題とします。 

令和２年２月７日開催の本委員会議事録の調製が終わりましたので、御報告いたします。 

本件について、委員の発言を許します。 

田村委員。 

○田村明美委員 議事録の完成というのを待ち望んできたわけなんですが、調製が終わったと

いうことで、できれば配付いただきたい。 

また、いきなりそれを目を通せというのもおのおの大変なことですので、恐れ入りますが

朗読をお願いできないかなというふうに思います。 

○浅野勝義委員長 分かりました。 

それでは今、田村委員から要請がございました。 

まず議事録を配付させていただきます。 

〔会議録の配付〕 

○浅野勝義委員長 会議録の配付漏れはありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○浅野勝義委員長 なお、会議録につきましては、署名前ですので、委員会終了後に回収いた

しますので、御了承願います。 

証人喚問に係る部分について事務局と私で御要望どおり朗読をさせていただきます。 

事務局、お願いしてよろしいでしょうね。 
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○山﨑利男主幹 はい。 

○浅野勝義委員長 それでは、まず５ページをお開きください 

朗読いたします。 

  ───────────────────── ◇ ─────────────────────   

〔会議録の朗読〕 

○浅野勝義委員長（本人役） それでは、まず委員長の私からお伺いします。 

お答えは簡潔に聞かれたことを御回答いただきます。 

証人は現在、千葉県議会議長でいらっしゃいますね。 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） はい、そうです。 

○浅野勝義委員長（本人役） 証人は令和元年９月10日頃、県議会議長室で本市議会の苅谷

進一議員と会っておられますね。 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） はい。 

○浅野勝義委員長（本人役） 証人は本市議会議員、苅谷進一議員を知っていますよね。 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） はい。 

○浅野勝義委員長（本人役） 証人と苅谷議員とはどのような関係でございますか。 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） 振り返りますと、10年ぐらい前ですかね。ある集まり

で苅谷議員の大学の先輩からですね、御紹介をいただいたのが多分最初の出会いだという

ふうに思います。 

○浅野勝義委員長（本人役） 次に証人は苅谷氏個人から、あるいは苅谷氏が経営する会社

から政治献金、またはパーティー券等の協力依頼を行ったことがございますか。 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） ありません。 

○浅野勝義委員長（本人役） 苅谷議員が証人を訪問されたのは９月10日の何時頃でしたか。 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） 確認したんですけれども、午後１時にアポイントをい

ただいておりましたので、午後１時だと思います。 

○浅野勝義委員長（本人役） 苅谷議員が帰られたのは何時頃でしたか。 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） それほど長い時間ではなかったというふうに記憶して

おりますので、おそらく15分後ぐらいかなと思います。 

○浅野勝義委員長（本人役） 議長室で証人がどなたかと面談する場合、県議会事務局には

必ず来訪者の記録が残されますか。 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） それは私にはわからないので、事務局に確認していた
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だければと思います。 

○浅野勝義委員長（本人役） 先ほど御質問した苅谷議員との面談記録は議会事務局の記録

に残っていますか。 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） アポイントをいただいたのが私の個人の事務所のほう

に御連絡をいただいたというふうに認識をしておりますので、私の個人の事務所のほうか

ら議会事務局のほうへそういうアポがあるということは連絡が行ったというふうに思いま

す。 

○浅野勝義委員長（本人役） 確認ですが、苅谷議員との面談は議会事務局を通さずに行わ

れたということですか。そうじゃないんですか。 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） 通さずではなく、議会事務局の秘書課も苅谷さんとい

う市会議員が私を午後１時に訪ねるということは承知していたと思います。 

要は議会事務局のほうにアポがある案件と、私の個人事務所のほうにアポイントのある

案件とございますので、常に議会事務局の秘書課と私の事務所はですね、予定の確認をし

ております。 

○浅野勝義委員長（本人役） 議会事務局を通して県議会議長と面談する場合に、議会事務

局が記録を残すかどうかは議長が指示をされるんですか。 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） 指示をすることはありません。 

○浅野勝義委員長（本人役） 当日ですね、苅谷議員が署名簿を２通持参したと聞いていま

すが事実ですか。 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） そうです。 

○浅野勝義委員長（本人役） このうちの１通は議長宛て、１通は知事宛てであったという

ことですね。 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） はい。 

○浅野勝義委員長（本人役） この署名簿は証人が苅谷議員から直接受け取られたのですか。 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） 私宛てのものは苅谷議員から直接受け取りました。 

○浅野勝義委員長（本人役） ２通ありましたが２通とも苅谷議員から直接ですか。 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） 直接と言えば直接ですが、基本的にはお帰りになる際

に知事宛てにつきましては託されたということであります。 

○浅野勝義委員長（本人役） 署名簿は千葉県が計画している匝瑳市内への家畜保健衛生所

設置に反対する内容のものであったということですが、間違いないですか。 
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○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） はい。間違いありません。 

○浅野勝義委員長（本人役） 苅谷議員が当日持参した署名簿は、いずれも署名部分がコピ

ーでしたね。 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） ここにございますけれども、コピーかどうかわかりま

せんけど、おそらくコピーなのかなとは思います。 

○浅野勝義委員長（本人役） 署名部分については確認されましたか。 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） はい。確認しました。 

○浅野勝義委員長（本人役） 証人は知事宛ての署名簿も受け取ったのですか。 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） 帰り際に託されましたので、袋ごとお預かりをしまし

た。 

○浅野勝義委員長（本人役） 確認になりますが、証人は知事宛ての陳情や署名も差し出さ

れれば受け取るのですか。 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） 託されたのでお預かりをしました。 

ですから中は見ておりません。 

○浅野勝義委員長（本人役） 常に受け取るということではないんですね。 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） 通常は私宛ての陳情はですね、私宛ての陳情で来られ

て、知事宛ての陳情は知事のほうに行かれるというのが通常だというふうに認識をしてい

ます。 

○浅野勝義委員長（本人役） 本来であれば知事宛てのものは当人が担当部署に提出すべき

と伝える必要があると思うんですが、その辺はいかがでしょうか。 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） おそらく台風15号の翌日ということでしたので、知事

もですね、その対応に追われているという判断があったのではないかなというふうに私は

推察をしました。 

○浅野勝義委員長（本人役） 当人というのは苅谷議員ということですね。 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） はい。 

○浅野勝義委員長（本人役） 苅谷議員の訪問後、県の半田農林水産部長に連絡を取ってお

られますね。 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） はい。 

○浅野勝義委員長（本人役） 半田部長が議長室に入られたのは９月10日の何時頃でしたか。 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） おそらくほかのですね、さまざまな台風の被害報告等
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が一段落した後で、１時間２時間後だったと思います。 

○浅野勝義委員長（本人役） 証人と苅谷議員の面談の際の会話について、記憶を喚起して

いただいて、できるだけ具体的にお示しいただければありがたいです。 

例えば、初めに誰々さんからはどのような話が出て、また誰々さんはどのように答えた

というように具体的に、ゆっくりで結構ですので順序立ててお示しいただきたく存じます。 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） はい。 

５か月前のことでありますので不明確な部分もあるかと存じますが、お聞きいただけれ

ばと思いますけれども。 

まず議長室にお見えになってですね、議長就任おめでとうございますという言葉が苅谷

議員からございました。同伴の方がもう１人いらっしゃいまして、私は初めてお会いする

方でしたので名刺交換いたしました。大変申し訳ないんですけどもお名前等はちょっと記

憶にありません。初対面ですし、それ以降お会いしたことはないものですから。 

その後、苅谷議員からですね、大切なですね、今泉浜地区の住民の方々からの家畜保健

衛生所建設についての中止の陳情書というのをですね、渡されました。 

その後、お座りになってお話を始められて、まずはこの陳情書の内容についてですね、

お話がありまして、建設予定地の住民の99％の方が反対をしていますと。これがその署名

ですというようなお話があったと思います。 

その後にですね、私も認識不足だったんですけれども家畜保健衛生所のですね、今まで

の経緯について、芝山町ではですね、町長さんに断られたと。その後、多分下総とおっし

ゃったというふうに僕は記憶しているんですけれども、多分今の成田市なのかなと思うん

ですけれども、のほうでもですね、やはり断られて匝瑳の県有地が候補地になったという

お話がありました。 

それからですね、説明会ですかね。県による地元説明会が開催をされたけれども、数人

とおっしゃったかなと思うんですけど、しか来られなかったということですね。 

それから、これは私のほうから尋ねたんでありますけれども、市のほうはどうなんです

かという質問をしました。その際に苅谷議員からこれだけのですね、地元の反対もあるん

で、市も困っているようだというような回答があったと思います。 

その後ですね、県への要望としてもう少しよく説明をしてほしいと。まだ理解が進んで

いないようだというようなですね、お話だったという記憶をしています。 

○浅野勝義委員長（本人役） ありがとうございます。 



- 7 - 

 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） はい。 

○浅野勝義委員長（本人役） ここでですね、念のため申し上げますが。 

事務局、例の半田部長の回答書を阿井議長にお見せください。 

証人に申し上げます。 

本件はですね、９月26日匝瑳市議会での栗田剛一市議会議員の発言に関する事実内容の

確認ということであるわけでございます。 

それに対して今日お越しいただいたわけでございます。 

この真偽の確認のために私どもの市議会の石田議長からですね、市議会からということ

なんですが、県の半田農林水産部長に宛ててですね、市議会運営に係る確認事項について

の依頼ということで、文書で御依頼申し上げました。それについて半田部長ほか２名の

方々から回答書が届いております。 

そういったことから、この回答書を今御覧いただいているわけでございますが、これま

での経緯も含めましてですね、私どもの石田議長から経緯も含めて朗読、説明をさせます

のでお聞きいただきたいと思います。 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） はい。 

○浅野勝義委員長（本人役） 石田議長、お願いします。 

○川島誠二主査（石田勝一議長役） はい。 

委員長の指名でございますので、経緯と内容について御説明をさせていただきます。 

御案内のように９月定例会最終日、９月26日に栗田議員の発言がございました。 

これに対しまして、苅谷議員のほうから栗田議員の発言は事実無根であると。したがっ

て、議会の責任で事実解明をしてほしいと。この解明ができるまでは議事録への記載と議

会中継を保留してもらいたい。こういった内容の先議がなされまして、そしてその先議が

可決をされまして、匝瑳市議会として事実解明に努めると。こういう経緯がございました。 

栗田議員の質問に対して市長の答弁として、市長は県の農林部長のほうから問い合わせ

があったということでございましたので、後の議会で苅谷議員のほうから「私が直接会っ

たのは阿井議長であって、農林部長に会っていないのに農林部長になぜ事実の解明をお願

いしたのか」と。こういう意見が出ましたけれども、栗田議員の質問に対して市長が農林

部のほうからの問い合わせであったという回答でございましたので、私のほうからは県の

農林部長に経緯をお知らせ願いたいということでお願いをいたしたと。こういう次第であ

ります。 
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私のほうから県の農林水産部長様へのまずお願いの件でございます。これを読み上げさ

せていただきます。 

令和元年10月25日  

千葉県農林水産部長  様 

匝瑳市議会議長 石田 勝一  

市議会運営に係る確認事項について（依頼） 

このことについて、匝瑳市議会令和元年９月定例会での議事において、下記について確

認することとなりましたので、回答くださるようお願いします。 

記 

・「家畜保健衛生所建設について中止の陳情書」を県議会議長から受領した際の状況につい

て 

こういう私からの問い合わせをいたしました。 

これに対しまして、令和元年 10 月 30 日、私宛てに市議会運営に係る確認事項について

（回答）。 

９月 10 日火曜日の午後、阿井県議会議長から議長室に呼ばれ、家畜保健衛生所の整備に

反対する署名を受領した。議長からは、「市議会議員からこの署名を預かった。知事にあて

たものではあるが、部長に渡しておく。なお、市長も反対しているということだ」という趣

旨の話があった。 

その後、これを持ち帰り、部長室で井出畜産課長に署名を預け、「市長が反対となると、

整備を進めるのは難しくなってしまう」旨を伝えた。 

令和元年 10 月 30 日。千葉県農林水産部長 半田哲也。印が押されてございます。 

さらに、匝瑳市議会議長様。市議会運営に係る確認事項について（回答）。 

９月 10 日火曜日。15 時 30 分頃。半田農林水産部長に呼ばれ、部長室で以下の伝達を受

ける。 

阿井議長から呼ばれ、家畜保健衛生所の整備に反対する署名を受領した。 

その際、持参したのは匝瑳市議会議員で、その議員から「地元住民は反対している」「市

長も反対している」との説明を受けた。 

市長が反対となると、整備を進めるのは難しいのではないかと思う。 

15 時 40 分頃。上記から、持参したのは整備に反対する苅谷匝瑳市議ではないかと思われ

たが、署名の封筒の中に、同市議の名刺が入っていたことから、間違いないことが確認でき
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た。 

これまで、市長が反対しているという主旨の話を聞いたことがなかったため、匝瑳市に確

認するよう近藤畜産課副課長に指示した。 

令和元年 10 月 30 日。千葉県農林水産部畜産課長 井出基雄。印があります。 

さらに、匝瑳市議会議長様。市議会運営に係る確認事項について（回答）。 

９月 10 日火曜日。15 時 30 分頃、井出畜産課長が半田農林水産部長に呼ばれる。 

15 時 40 分頃、井出課長が戻り、畜産課内で以下の伝達を受ける。 

家畜保健衛生所の整備に反対する署名を渡された。 

その際、反対派の市議が阿井議長に直接手渡したこと及びその市議が地元住民に加え市長

も反対していると発言した旨の説明を受けた。 

反対派の市議という時点で、苅谷市議かと思料したが、署名の入った封筒内に名刺があっ

たため確認できた。 

市長が反対しているという主旨の話は、これまで聞いたことがなかったことから、真意を

匝瑳市に確認するよう井出課長から指示を受けた。 

16 時頃、匝瑳市産業振興課の塚本課長に架電し、家畜保健衛生所整備に対する市長の意

向を確認したところ、「市長は賛成している。９月議会の答弁でも前向きに進めていく旨の

答弁を想定している」との回答があった。 

令和元年 10 月 30 日。千葉県農林水産部畜産課副課長 近藤創。印がございます。 

これは公式文書として、匝瑳市議会として受け取ったと。こういう次第であります。 

以上であります。 

○浅野勝義委員長（本人役） 御苦労さまです。 

証人はこの回答書の文章を今まで御覧になったことがございますか。 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） はい。農林部長の文書については見せられたことがご

ざいます。 

課長、副課長の文書については、私は初めて見ました。 

○浅野勝義委員長（本人役） この文書には証人の名前がありますね。 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） はい。 

○浅野勝義委員長（本人役） 証人はこの回答書のように、後日半田農林水産部長から当市

議会からの照会を受けて、半田部長が作成することになっていた文書についての内容の確

認を求められていますね。 
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○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） はい。 

○浅野勝義委員長 この文書について、これまで証人が半田部長に自分が述べたことと違う

などと伝えられたことはございますか。 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） ありません。 

○浅野勝義委員長（本人役） 署名簿を持参した苅谷議員と証人が面談した際の状況につい

て、宇野裕県議会議員から確認を求められたことがありますね。 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） はい。 

○浅野勝義委員長（本人役） 宇野議員から確認を求められた機会は何回ありましたか。 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） ２回だったと思います。 

○浅野勝義委員長（本人役） 宇野議員は先月10日の本委員会での証言の際に、まず議長室、

そしてその後の電話で証人に対して、苅谷議員から地元の市長が家畜保健衛生所整備計画

に対して反対をしているとの言葉が出たことを証言しております。 

またその際、将来阿井議長もその事実を認めてもらえるものと信じておりますとの証言

もしております。 

この宇野証言に対し、証人として異論はございますか。 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） 宇野県議がどのような証言をされたのか、私は新聞で

しかですね、知りませんけれども。 

その経緯について説明をしていただけますか。 

○浅野勝義委員長（本人役） 同じ質問をさせていただきます。 

宇野議員がですね、先月の10日に証人としてこちらへおいでいただきました。その際に、

本日の証人に対してですね、どのような話があったのかということで証人に確認されたと

いうことなんですよ。 

その内容としては、苅谷議員が地元の市長が反対しているということを証人に述べたと。 

それに対して証人からそういう話が出たということを確認したというように証言されて

います。 

これが３回にわたり、そのような形の証言が出たということを証言しております。 

当然、当委員会にですね、阿井議長もおいでいただくことになるだろうから、そのとき

には阿井議長もその事実は認めてもらえると。そのように信じてるというような証言でご

ざいました。 

ですからこの宇野証言に対し、証人として異論はないかということを聞いているわけで



- 11 - 

 

ございます。 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） 委員長、よろしいですか。 

○浅野勝義委員長（本人役） はい、どうぞ。 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） 先ほど最初に２回とおっしゃったのが、今回３回とい

う。それはどういうことなんでしょうか。 

私の記憶の中では一度議長室にお見えになったのと、もう一度は電話でございました。 

○浅野勝義委員長（本人役） それでは、ちょっとここで証人に聞いていただきたいのです

が。 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） はい。 

○浅野勝義委員長（本人役） そもそも本調査委員会の目的は…… 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） いや、２回３回というのは話にそごがあると思うんで

すけれども。 

○浅野勝義委員長（本人役） ですから、実際に確認した回数としては２回なんですよ。２

回というふうに伺っています。証言でありました。 

その中で結局苅谷市会議員が地元の市長も反対しているという旨の、苅谷市議からそう

いうような発言があったかどうかに対して、３回ですね、証人からは出たというような話

があったということなんですよ。 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） 委員長、すいません。 

それはこの委員会での宇野先生の御発言ということですか。 

○浅野勝義委員長（本人役） そうです。 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） 冒頭２回というのは私認識してますけれども、３回と

いうのがこの委員会で出たということですか。 

○浅野勝義委員長（本人役） 結局苅谷市議から…… 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） 委員の皆さんもいらっしゃるんで。 

そういうことだったんですか。 

議事録を御確認いただきたいと思います。 

○浅野勝義委員長（本人役） 苅谷市議からそういう発言が出たということが宇野証言の中

に３回あったということです。 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） 委員長、おそらく私は宇野先生から２回だというふう

に思っておりますし、議事録を確認いただければ。 
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○浅野勝義委員長（本人役） 回数にはこだわりませんがね。 

３回苅谷…… 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） いや、委員長、申し訳ないんですけれども、そういう

問題ではなくて。 

私もですね、ここで正直なことを申し上げないといけないので。 

２回とか３回とかそごがあることに私は回答はできません。 

○浅野勝義委員長（本人役） わかりました。それで結構です。 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） いや、どちらなんでしょうか。宇野議員がここで証言

されたのはどちらなんでしょうか。 

○浅野勝義委員長（本人役） 宇野県議が証言されたのは３回にわたり出たという話なんで

す。証言なんですよ。会話の中でですよ。会話の中で３回にわたって。 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） 委員長、申し訳ないんですけど、それは個人的な会話

の中ということですか。 

○浅野勝義委員長（本人役） そうです。 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） はい、わかりました。 

○浅野勝義委員長（本人役） いいですか。 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） はい。じゃあ、お答え申し上げます。 

正確には２回だというふうに。多分宇野県議もこの場で証言をされているというふうに

思います。 

一度目は正確に言いますと９月の議会の開会日だったというように思います。 

そのとき、議会終了後に議長室に宇野先生がお見えになって、尋ねられました。 

内容的には、誰がその陳情書を持ってきたのか。誰か一緒だったのかという点。それか

ら苅谷議員のお話をされた内容。知事宛てのものを預かったのかと。 

この３点ですね。 

ほとんど短い時間でしたので具体的なですね、御質問はありませんでした。いわゆる概

要ですね、この陳情書を預かったいきさつを聞かれました。 

それが１回目だったというふうに私は認識をしています。 

その後ですね、大分たってからですね、宇野県議から何度か私の電話に着信が入ってお

りました。私ちょうど何かの公務でですね、なかなか電話に出られない状態でございまし

て、夕方宇野県議に私のほうから何でしょうかというお電話をしました。 
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その際に「確認したいんだけれども」ということで。何の確認かなというふうには思っ

たんですけれども、９月10日の私がこの陳情書をですね、預かったいきさつ。それから、

その際に宇野県議が議長室に来たのがいつだったかというようなお話がありまして、私も

定かでなかったんで、９月の13日とか、会議初日というんですけども、議会開会日かなと

いうようなお話がありました。 

その後、苅谷議員の発言について、要は市長も反対のような話だったのか、そうでいい

のと言われましたんで、そうですねと。私はそのように受け止めておりましたのでお答え

をしました。 

以上であります。 

○浅野勝義委員長（本人役） そうすると苅谷議員からですね、地元の市長が反対している

という言葉があったということですか。 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） いや、陳情書をお預かりした際ですね、私は話を総合し

てそのように受け止めたということです。 

○浅野勝義委員長（本人役） 総合して受け止めたということですね。 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） はい。 

○浅野勝義委員長（本人役） 出たとか出ないとかという断言はしてらっしゃらないというこ

とですね。 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） はい。 

○浅野勝義委員長（本人役） 実はですね、証人に県議会議長としてお聞きいただきたいんで

すが、先ほどうちのほうの石田議長からも経緯について説明がありました。 

ちょっと長くなりますが、せっかく今日県の議長さんが来てくれるということでね、私と

してもちょっとこの調査委員会の目的も含めて、思いをひとつ証人に聞いていただきたい、

県議会議長さんに聞いていただきたいと思いまして、ちょっと考えてまいりましたんでお聞

きいただきます。 

そもそも本調査委員会の目的は、栗田市議会議員の９月定例市議会における発言の真偽を

調査することであります。 

そして、その核心部分は昨年９月10日に苅谷進一本市議会議員が千葉県議会議長室を訪問

し、千葉県が本市に計画している家畜保健衛生所の設置に対する一部住民の反対署名を阿井

伸也県議会議長に渡した際、苅谷市議から阿井議長に対して当初から太田市長は賛成の意向

を県に示していたにもかかわらず、神聖な県議長室において、しかも620万県民の二元代表
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制の１人である阿井千葉県議会議長に対して、地元匝瑳市の市長も反対しているとの言葉を

伝えた事実があったのか、あるいはなかったのかの真偽を究明すると同時に、またその発言

によって、一歩間違えれば約40人の獣医師の資格を持つ県職員が常勤する県立施設の計画が

頓挫してしまったかもしれない。本市発展を左右する重大な発言を調査するものであって、

単なる言った言わないの調査ではないのであります。 

決して調査対象を矮小化してはならないものと私は大変憂慮しております。 

先月10日、地元の宇野県議会議員は本委員会の証人として出頭した際、この発言事実があ

ったことについては、昨年県議会議長室で阿井議長から直接、またその後電話で再度、その

発言事実について確認したと証言されております。 

宇野議員は証言の最後に、自分の証言に偽りがあれば議員生活を賭けるとまで表明されま

した。 

実はその翌日11日は私ども匝瑳市の消防出初式がありました。式典の来賓席、前列には千

葉県知事代理、その右隣に千葉県消防協会会長代理、その隣に国会議員本人、隣に国会議員

の代理、秘書ですかね。その隣に宇野県議、そして地元警察署長、の皆さんが前列に座って

おりました。 

私はちょうど宇野県議の真後ろに座っておりましたので、前日の宇野証人の発言について

その場で時間を少し見つけてお話をさせていただきました。 

私はその際、次のように宇野県議に尋ねました。 

県議は昨日の証言の中で、自分の議員生命を賭けて真実を語ったと証言されましたが、そ

こまで覚悟を決めて証言されたとすれば、御自身の証言を裏付ける何らかの証拠のようなも

のはあるんですかというようにお尋ねしました。 

この私の問いかけに対し、宇野県議は「実は自分は信頼する人と口頭で大事な確認をする

場合、これまで録音したことはないのですが、栗田議員の名誉、また市長の名誉、そして県

職員の名誉、そして本施設計画の実現などを考えると、万が一のことを考えて昨年９月24日、

苅谷議員発言の再確認を阿井県議会議長と電話でした際の音声を録音してありますので、確

信を持って証言いたしました」と話されました。 

私は宇野県議の地元や県を思う気持ちに感銘を受けたのでありますが、宇野県議に対し、

できれば本委員会の事実究明にとっても大変重要な証拠となり得るので、その録音情報を貸

してもらえないだろうかと要請しました。 

この要請に対し宇野県議は、わかりました。事実究明のお役に立つものであれば明日成人
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式がありますので、委員長も、私のことでございますが、来賓として出席されますでしょう

から、機会を見計らってお渡しいたします。ただ、大変重要な音源ですので、そのまま別の

ＩＣレコーダーにコピーしたものをお渡しいたします。また録音情報の活用方法は委員長に

お任せいたします、とのことでした。 

翌日宇野県議からそのＩＣレコーダーをお預かりし、その後私と林副委員長２人でその録

音を聞いております。その中にまさに先ほど申し上げました、本調査委員会の調査の核心部

分であります苅谷議員が阿井議長に対し、昨年９月10日に地元市長が施設計画に反対してい

る言葉を発していることを裏付ける阿井議長の音声を鮮明に聞き取ることができました。 

さて、これまでの証人の証言を伺っておりまして、大変御苦労なことだというように今御

礼を申し上げる次第でございますが、620万県民の二元代表制のお一人であります県議会議

長としてですね、誠意ある回答をいただきたいと思うわけでございます。 

ここで、委員長である私の判断でお預かりした宇野県議と阿井議長との間で交わされまし

た約５分間の録音を報道機関、または傍聴人の皆さんも一緒にお聞きいただきたいと思いま

す。 

準備に少し時間がかかりますので、暫時休憩いたします。 

それでは定刻になりましたので、再開いたします。 

再生をお願いします。 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） もしもし。 

○川島誠二主査（宇野 裕千葉県議会議員役） もしもし。 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） お世話になります。 

○川島誠二主査（宇野 裕千葉県議会議員役） あー阿井議長。 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） はい。すいません。 

○川島誠二主査（宇野 裕千葉県議会議員役） 今、遠征してんですか。 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） いや、今戻ってきたところです。 

今日午前中、あの茨城県の議長さんがお見えになって。はい。 

○川島誠二主査（宇野 裕千葉県議会議員役） 今日何かあったんですか。 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） 要は、あの…… 

○川島誠二主査（宇野 裕千葉県議会議員役） 被災の。 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） ええ。 

○川島誠二主査（宇野 裕千葉県議会議員役） あーそうですか。御苦労さまです。 
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阿井議長さ、この間。阿井議長っていうのも堅苦しい。阿井ちゃんさ、この間、ほら家畜

保健衛生所の件で、それであのー、うちのほうも今あのー市長もね、議長さんに迷惑かけち

ゃって申し訳ないと。 

それで問題の整理だけ、一応ね、簡単にしておきたいんだけど。 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） はい。 

○川島誠二主査（宇野 裕千葉県議会議員役） うちの苅谷議員が個人的に知り合いというこ

とで、阿井議長のとこにあれー訪ねていったのは、たしか９月10日ぐらいでしたよね。 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） ええ、たしかそうですね。はい。 

○川島誠二主査（宇野 裕千葉県議会議員役） 10日に訪ねていって、その要約的なやり取り

なんですけど、うー反対署名を持っていきましたよね。 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） はい。 

○川島誠二主査（宇野 裕千葉県議会議員役） 僕、その署名簿を見てないんだけど、知事宛

てになってたんですか。 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） あのー、知事宛てと議長宛てと別々だったんですよ。 

○川島誠二主査（宇野 裕千葉県議会議員役） ああ。中身の署名簿は同じで。 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） 同じですね。コピーですよね。 

○川島誠二主査（宇野 裕千葉県議会議員役） なるほど。 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） 同じもので、それで私のほうに議長宛てがあって。 

それで、これ知事のほうに渡してほしいと言われたんで。 

○川島誠二主査（宇野 裕千葉県議会議員役） なるほど。 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） まー、あのー知事にお渡しするほどあれじゃないんで、

農林部長にこういうあのまー、あのー署名集めて、来てますよということをお知らせした後

はまあ地元の宇野先生いらっしゃるから、よく相談してやってくださいよということで。 

別にあのー正式に受理しているわけではなくて。 

○川島誠二主査（宇野 裕千葉県議会議員役） それはわかりました。この間の御説明で。 

それでそのときにね、あのー地元の市長がまー反対しているというような話も阿井議長聞

いたでしょ。 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） 苅谷さんからは出ました。 

○川島誠二主査（宇野 裕千葉県議会議員役） ねー、でー阿井ちゃんからもさ、一言ね、う

ちのほうに電話してもらえれば、それが真逆だっていうことがわかったと思うんだけど。 
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○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） ええ、ええ、ええ。 

○川島誠二主査（宇野 裕千葉県議会議員役） そこが非常に問題で。 

一、いやしくも市会議員がね、いやしくも620万、二元代表制の一人の議長にね、真逆の

話を伝えるっていうのはあり得ないよね。我々議員の世界ではね。 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） そうですね。まあただ、あのー署名は…… 

○川島誠二主査（宇野 裕千葉県議会議員役） 署名はね、いいんですよ。 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） お預かりしたんで。はい。 

○川島誠二主査（宇野 裕千葉県議会議員役） それでね、そのときにあのー当然お願いに行

っているわけだから。 

まー署名もあるし、地元の太田市長も反対だから、これうまく執行部につないでほしいっ

ていうような趣旨のお願いですよね。簡単に言えば。 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） 趣旨のというか、執行部に対してはあのー基本的にはそ

のー知事宛ての同じものを渡してほしいというふうに言われたんで。 

それだけですけど。 

ただ、まああのー苅谷さんいわく、そのーこれだけの方が反対してますよというような言

い方でしたから。 

○川島誠二主査（宇野 裕千葉県議会議員役） で、地元の市長も反対してますよということ

で。 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） んーまーあのーそのような、そうですねー、それに近い

言い回しだったと思います。 

○川島誠二主査（宇野 裕千葉県議会議員役） それでね、その後まー部長を呼ばれて、えー

こういう署名も来ていると。地元の市長も反対しているようだから、それは慎重に検討して

くれとか、そういう言い回しだったんですか。 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） いや。ですから、要はまあねえ、地元の宇野先生もいら

っしゃるし。ほら一方の話を聞いても、えー何とも言えないんで。 

○川島誠二主査（宇野 裕千葉県議会議員役） でも、そのまま苅谷議員が言った市長も反対

しているみたいですからということで。まっ、単純に伝えただけですよね。それはね。 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） そうです。特には。はい。 

○川島誠二主査（宇野 裕千葉県議会議員役） でもねえ、相当部長はびっくりしてたみたい

なの。 
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○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） ああ。 

○川島誠二主査（宇野 裕千葉県議会議員役） そりゃびっくりするよ、阿井ちゃん。 

だって、今まで積み上げた議論で…… 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） ええ。 

○川島誠二主査（宇野 裕千葉県議会議員役） 太田市長は賛成してるってずっと聞いてたか

ら。 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） ええ、ええ、ええ、ええ。 

○川島誠二主査（宇野 裕千葉県議会議員役） 市議会でもそうやって答弁してたんですよ。 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） はい。 

○川島誠二主査（宇野 裕千葉県議会議員役） それをフィードバックして、市の県の職員も

それを前提にずっと推進してきてたんで。 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） はい。 

○川島誠二主査（宇野 裕千葉県議会議員役） びっくりしちゃったわけ。 

ということで、まーっ、阿井ちゃんに確認に行ったということでございます。今、話の整

理だけね、ちょっと阿井ちゃんに確認させてもらいたかったんで。 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） はい。 

○川島誠二主査（宇野 裕千葉県議会議員役） いろいろすいませんね。また、何か地元の

ことであったら。 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） そうですね。 

○川島誠二主査（宇野 裕千葉県議会議員役） 何でも聞いてくださいよ。 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） わかりました。 

○川島誠二主査（宇野 裕千葉県議会議員役） 私に。 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） はい。 

○川島誠二主査（宇野 裕千葉県議会議員役） また、逆に大網白里の町のことは、市のこと

は全くわからないんだから、何かあったら阿井ちゃんに聞きますから。 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） ええ、ええ。わかりました。 

○川島誠二主査（宇野 裕千葉県議会議員役） よろしくお願いします。 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） はい、すいません。 

○川島誠二主査（宇野 裕千葉県議会議員役） とんでもありません。いろいろ、あのごちゃ

ごちゃしちゃって申し訳ないですけど。 
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○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） こちらこそ申し訳ありません。 

○川島誠二主査（宇野 裕千葉県議会議員役） また、気がついたこと言ってください。どう

も。 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） ありがとうございます。 

○川島誠二主査（宇野 裕千葉県議会議員役） はい、どうも。 

○浅野勝義委員長（本人役） 先ほど私が３回と申し上げたのは、このテープの中のですね、

３回にわたって私には地元の市長が反対している旨の言葉が出たということを申し上げたわ

けでございます。 

尋問を続けます。 

証人と宇野議員の選挙区は別ですね。 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） はい。 

○浅野勝義委員長（本人役） 証人は現役の県議会議長で、宇野議員は県議会議長経験者です

ね。 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） はい。 

○浅野勝義委員長（本人役） 宇野議員との間に金銭的な貸し借りの関係はありますか。 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） ありません。 

○浅野勝義委員長（本人役） 証人の発言や行動について、宇野県議があえて事実と異なる証

言をする可能性はありますか。 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） ないと思います。 

○浅野勝義委員長（本人役） 先ほどのテープをお聞きいただいてですね、証人としては御異

論はございませんか。 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） 先ほど私が答弁したとおりだというふうに思います。 

○浅野勝義委員長（本人役） ここで委員から発言の申し出がありますので、これを許します。 

初めに佐藤委員からお願いします。 

○川島誠二主査（佐藤 悟委員役） 佐藤です。よろしくお願いします。 

３点ほど。 

○浅野勝義委員長（本人役） 一問一答でお願いします。 

○川島誠二主査（佐藤 悟委員役） まず１問。 

地元住民の大多数が反対しているという中で、あくまでも個人的な見解として、地元住民

が反対しているのに市長が賛成することができると思われますか。 
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○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） 県の施設ですので、一般論で言えばですね、私がこの署

名簿を見せられたときに立地する地元の住民の方がですね、99％反対しているということが

事実であれば、これはですね、おそらく市長さんとしても賛成はできないだろうなというふ

うには感じました。 

○浅野勝義委員長（本人役） 佐藤委員。 

○川島誠二主査（佐藤 悟委員役） はい。 

議長さんはこの地元住民の大多数が反対することについて、どう思われますか。 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） 私は県議会議長という立場で、県民のどなたからでもで

すね、こういう陳情は受けるべき立場だというふうに思っていますし、今回一番大切なもの

はこの陳情書だというふうに私は思っています。 

今までの経緯からすると、それもそのときに聞かされたんですけれども、平成23年のいわ

ゆる鳥インフルエンザのですね、一件から、畜産課では平成26年に芝山町、これも町長さん

に断られ、その次にですね、平成28年だったかなというふうに思いますけども下総町、今の

成田市ですね、のほうも地元の住民に断られ、ここが３か所目だということですから、特に

今も流行している、いわゆるウイルスですよね。今は人のウイルスですけれども、家畜のウ

イルスというものに対する地元住民のですね。見えない、そういう恐怖心と言いますか。そ

ういうものがあるのかなというふうに、一般的にですね、私は思います。 

○浅野勝義委員長（本人役） 佐藤委員。 

○川島誠二主査（佐藤 悟委員役） 先日の地元民が要望してた説明会が県担当課からありま

した。 

半田部長も参加しておりましたという報告がありましたが、議長さんのほうにも経過的な

報告はございましたでしょうか。 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） 多分説明会の後にですね、畜産課、それから半田農林部

長ともお会いする機会あったんですけれども、私のほうからちらっと聞いたら、100名近い

方が来られたということしか。正式な報告はございません。 

○川島誠二主査（佐藤 悟委員役） ありがとうございます。 

○浅野勝義委員長（本人役） 次に、田村委員。 

○川島誠二主査（田村明美委員役） はい。 

御苦労さまです。お尋ねいたします。 

県議会議長室に苅谷議員らが訪ねられて、反対であるという署名簿をお渡ししたと。そこ



- 21 - 

 

で御説明もあったということなんですが、その署名簿を確認したいんですが、直筆の署名と

いうのは一切なかったんでしょうか。署名原本はありませんでしたか。 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） これが実物なんですけれども、それぞれ文字が太かった

り細かったり、それぞれ字体が違うんですけれども。これがコピーであるのか直筆であるの

か、ちょっとわからないですけど、多分コピーなのかなという気はしますけれども。 

○浅野勝義委員長（本人役） 田村委員。 

○川島誠二主査（田村明美委員役） 筆跡はないんでしょうか。 

○浅野勝義委員長（本人役） 証人。 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） 筆跡というのはどういう。 

○浅野勝義委員長（本人役） 田村委員。 

○川島誠二主査（田村明美委員役） コピーであるか、実際に書いた原本であるか、わかりや

すい…… 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） 実物がありますので、御覧いただいたほうが早いと思う

んですが。 

委員長、よろしいでしょうか。 

○浅野勝義委員長（本人役） いいですよ。 

田村委員、待って。事務局。 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） これが、私がお預かりした実物です。はい。 

○川島誠二主査（田村明美委員役） はい、拝見させていただきます。 

○浅野勝義委員長（本人役） 田村委員。 

○川島誠二主査（田村明美委員役） 私と行木委員で拝見させていただいた判断は、全部が写

し、コピーであるというふうに確認しました。 

それで、その反対署名簿は、一つは県知事宛て、一つは県議会議長宛てということで、県

知事宛てについては封筒のまま預かって渡したという発言がありましたけれども、同じ内容

の書類であるっていうことはどうしてわかったんでしょうか。 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） 通常同じものだろうなというふうに私は推測いたしまし

た。 

○浅野勝義委員長（本人役） 田村委員。 

○川島誠二主査（田村明美委員役） そこでなんですが、県議会議長をお訪ねして署名簿をお

届けしながら説明するというと、当然１通は知事に直接見ていただいて参考にしていただき
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たい。１通は議長の名前で県議会に請願として提出して、議会の中で諮っていただきたいと。

議論していただきたいというふうに思うと思うんですが、そういう御相談はなかったんです

か。 

○浅野勝義委員長（本人役） 阿井証人。 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） ございませんでした。 

○浅野勝義委員長（本人役） 田村委員。 

○川島誠二主査（田村明美委員役） 議長としましては、提出者のほうから相談がなければあ

えてこちらからということはないのかなと思うんですが、アドバイスということで議会に上

げることもできるとか、そういったことは一切お話しされなかったんでしょうか。 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） しておりません。 

○浅野勝義委員長（本人役） 田村委員。 

○川島誠二主査（田村明美委員役） それはなぜですか。 

○浅野勝義委員長（本人役） 阿井証人。 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） 私のほうからお話をすることではないと思いますし、知

事宛てのものにつきましても帰り際に託されたものですから、そのまま農林部長にですね、

知事宛てだけれどもということでお渡しをしたということであります。 

○浅野勝義委員長（本人役） 田村委員。 

○川島誠二主査（田村明美委員役） そうすると県議会議長をお訪ねして、写しの反対署名簿

をお渡ししたということで。 

議長としましては、それを受け取ってどう思われ、どう判断されたんでしょうか。 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） それは内容についてでしょうか。 

○浅野勝義委員長（本人役） よろしいですか。ちょっと間を挟みます。 

田村委員、その件についてはですね、先ほど私のほうから証人に対して質問させていただ

きました。 

田村委員。 

○川島誠二主査（田村明美委員役） 内容についてではなくて、議長宛ての写しの反対署名簿

の取扱いをどうされようと判断しましたか。 

○浅野勝義委員長（本人役） 証人。 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） 基本的には例えば私がお預かりして、執行部に対してで

すね、こういう陳情があるよというお話をですね、まずは申し入れると思うんですけれども。 
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同時に、知事宛てのものを知事の代わりに農林水産部長にお渡しをしましたので、その必

要はないかなと思いました。 

○浅野勝義委員長（本人役） 田村委員。 

○川島誠二主査（田村明美委員役） その署名簿を受け取り、説明を苅谷議員などから受けて、

これは匝瑳市内に建設することは難しい、反対すべき案件なのかもしれないというふうに思

われましたか。 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） 重複してると思うんですけど。 

基本的にはですね、陳情というのは県民どなたからもですね、受け付けるものであります

し、家畜保健衛生所の建設についてはまだ、いわゆる農林部内でですね、候補地として進め

られているという時点だったというふうに思いますので、議会での対応というのはまだその

時期ではないというふうに私は受け取りました。 

○川島誠二主査（田村明美委員役） 以上です。 

○浅野勝義委員長（本人役） はい。 

続いて、行木委員。行木委員、どうぞ。 

○川島誠二主査（行木光一委員役） じゃあ、証人にお尋ねいたします。 

証人とですね、苅谷議員の面談が行われたのは９月10日１時ということで聞いております。 

この前日はですね、これはもう９月９日。忘れもしない、千葉県に最大級の台風15号が上

陸した、前の日でございました。 

県庁といたしましてもですね、非常に…… 

そうですよね。翌日に会ったんですよね。 

ですから、相当県庁ではね、台風被害に対しましてね、議長、そして県における知事と並

ぶ立場でありますから、被害の対策のために全力で取り組んでおられたと思います。 

そのような中でどのような理由があったか存じませんが、台風とは全く関係のない一議員

の陳情。この日にですね、受け付けする時間を持ったということでありまして、それはどう

してもですね、その日でなければならないという感じでございます。 

どうしてその日にしたのかというね、ことをぜひお聞きしたいと思っております。 

よろしくお願いします。 

○浅野勝義委員長（本人役） 証人、どうぞ。 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） 今振り返りますと、苅谷議員からアポイントあったのが

ですね、まだ台風がですね、来るとか来ないとかいう以前の頃ですね、アポがあって、一応
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議会事務局にも伝えて、その予定をですね、しておりました。 

確かにおっしゃるとおり、私もそれこそ午前中も公務があったんですけれども、千葉に行

くまでにですね、やはり２時間半かかりまして。 

午後１時ということでそれほど時間はないけれどもお約束をしていたので、どんな内容か

はお聞きしておりませんでしたので、大切な案件であると思いますので、最少の時間で。10

分か15分程度でですね、陳情をお受けしたということで。 

委員おっしゃるように、刻々と台風被害の状況報告、また対応について、各部局からです

ね、ほぼひっきりなしに出入りをしておりました。もちろん農林水産部も同様でございまし

たんで、大変なさなかだったということは事実だというふうに思います。 

ただ、大切な内容でございますので、お受けいたしました。 

○浅野勝義委員長（本人役） いいですか。 

はい、どうぞ。 

○川島誠二主査（行木光一委員役） 陳情を受けた後ですね、議長は何か行動はいたしました

か。 

○浅野勝義委員長（本人役） はい、どうぞ。 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） それはこの件についてということですか。 

ですから先ほど御答弁申し上げたように、ひっきりなしにそういう報告等ある間ですね、

農林部長さんに、それも１時間とか１時間半後ぐらいだったと思うんですけども、来ていた

だいて、知事宛ての陳情書をお渡しをしたという対応でございます。 

○浅野勝義委員長（本人役） いいですか。 

では次に、林委員から発言の申し出がありますので、これを許します。 

はい、林委員。 

○川島誠二主査（林 明敏委員役） 証人におかれましては、もう12時を回って、大変御苦労

さまです。 

私からちょっと御質問させていただきたいんですが。 

先ほど陳情書、これは正規な陳情書とお考えになってよろしいんでしょうか。県で取り扱

っている中で。 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） 私がということですか。 

○川島誠二主査（林 明敏委員役） 議長宛てに来た分ですが。 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） これは正規、非正規は陳情書についてはないと思います。 
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○浅野勝義委員長（本人役） 林委員。 

○川島誠二主査（林 明敏委員役） 私が県会でお聞きした事例なんですが、陳情書が出てく

ると県議会の方に全部、その写しを配付すると。 

請願については常任委員会等で審議すると聞いておるんですが、私の考えは間違いでしょ

うか。 

○浅野勝義委員長（本人役） はい、証人。 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） すいません、私も事務局に確認しないとですね、その点

はわかりません。 

○浅野勝義委員長（本人役） 林委員。 

○川島誠二主査（林 明敏委員役） その陳情書は、現在は議長の預かりとなっているような

状況でしょうか。 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） はい。 

○浅野勝義委員長（本人役） 林委員。 

○川島誠二主査（林 明敏委員役） 先ほど10日の関係なんですが、苅谷議員とお会いになる

アポが入ったということでありますが、それはどのような用件で議長さんに会いたいという

ような。その用件もお話になってアポイントを取ったんでしょうか。 

○浅野勝義委員長（本人役） はい、阿井証人。 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） 直接私がお話してないんですけれども、私の個人事務所

のほうに、いわゆる陳情事があるので時間を取っていただけないかというようなことをです

ね、事務局のほうに連絡があって。議会事務局秘書課と調整をしてですね、10日の日の午後

１時ということになったというふうに思います。 

○浅野勝義委員長（本人役） 林委員。 

○川島誠二主査（林 明敏委員役） そうしますと、アポを取るときにはどのような内容だと。 

陳情があるということで、この件にこのようなことでこうだというような内容を議長に申

し入れてアポイントを取ったということではないということで結構ですか。 

○浅野勝義委員長（本人役） 阿井証人。 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） その時点ではですね、例えば議長としてなのか、それと

も個人としてなのかというのがわからなかったものですから、とりあえず行き来のある議員

さんですので事務局のほうでそのように対応したと思います。 

○浅野勝義委員長（本人役） 林委員。 
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○川島誠二主査（林 明敏委員役） この県の家畜保健衛生所の反対をする陳情書を持ってい

くというようなことで議長に、アポ取るときに内容を述べたと解釈してよろしいんでしょう

か。 

○浅野勝義委員長（本人役） 証人。 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） 先ほど答弁申し上げたように、内容は私はその日に初め

て知り得ました。 

○浅野勝義委員長（本人役） 林委員。 

○川島誠二主査（林 明敏委員役） 先ほど行木委員からも申し上げたと思うんですが、台風

15号のときは農業とか農業関係も甚大な被害を受けまして。 

半田農林水産部長は千葉県の農林水産部門においては最高責任者であられると思います。 

このような台風のすごい被害のあったときで、大変目の回るような忙しさだったと思いま

す。 

このような緊急な事態の中で、内容がわからなかったってことでありますが、違う日にし

てほしいとかそういうような御判断を多分議長さんにしていただいて、このときに最高責任

者の半田農林水産部長を呼び出して、そのようなことを命令ではないですが依頼するという

ようなこと、お時間を取るようなことがあったことについてどのような見解がありますか。 

○浅野勝義委員長（本人役） はい、どうぞ。 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） おっしゃることもよくわかります。 

ただ、私とすれば知事宛ての陳情書もお預かりをしたわけでありまして、なるべく早くで

すね、いわゆる担当部局にはですね、伝えたほうがいいんだろうなという判断でございまし

たし。 

入れ代わり立ち代わりですね、防災担当部局ですとか、県土整備ですとか農林水産ですと

か、入れ代わり立ち代わり御報告にお見えになるんで、時間ができたら来てほしいというこ

とで秘書課を通じて部長にお願いをしたという経緯であります。 

○浅野勝義委員長（本人役） 林委員。 

○川島誠二主査（林 明敏委員役） 先ほど私どもの太田市長も１月17日の証言の中で「県家

畜保健衛生所を本市に新規に建設していただけることに対し、本市の発展につながるもので

ある。大歓迎である」と証言しております。 

このように市としての大いに期待している朗報であります。 

そのような重要な本件が、仮に一市議会議員の心ない言動で頓挫してしまう事態が生じた
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とすれば、匝瑳市にとっても大変損害を被ることになるわけです。 

証人はこの辺の重大なことであるという認識はございますでしょうか。 

○浅野勝義委員長（本人役） 阿井証人、どうぞ。 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） とても大切なことであるというふうに認識をしています。 

ただですね、農林水産部長に私がお渡しする際に、ですから、市のほうにもですね、よく

説明をして、確認をするようにという指示をしましたし、先ほど宇野県議の証言にもあった

ようにですね、地元の宇野県議もいらっしゃるんだからよく相談しながら、慎重にですね、

やはり進めるべきだというふうに申し添えました。 

実際にはここにはですね、それは書いてありませんけれども、そのように部長にはですね、

私は申し添えました。 

○浅野勝義委員長（本人役） 林委員。 

○川島誠二主査（林 明敏委員役） 公職の証人が来ていただいたときに失礼ですが毎回お聞

かせ願ってるんですが、また阿井議長にも御質問をさせていただきたいと思います。 

令和元年12月16日に行われた本市の栗田議員に対する証人喚問の際にも、そして令和２年

１月10日に行われた宇野県議会議員の証人喚問の際にも尋問させていただきました。 

今回の証人に対しても同じ尋問をさせていただきます。 

本日述べられました証言の中で誤り、そして偽りがあった場合、証人はどのような責任を

取られるお覚悟ですか。 

また、栗田市会議員、宇野県議会議員はともに議員職を辞する覚悟であると陳述されてお

りますが、証人はいかがお考えですか。 

お答え願いたいと思います。 

○浅野勝義委員長（本人役） 証人、どうぞ。 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） 私は県議会議長としてですね、住民の皆さんの陳情をで

すね、苅谷議員が御持参されましたけれども、それはお受けして、それをですね、執行部、

知事宛ての分もお預かりしましたので、それをそのまま伝えたということですから。 

私は責任云々というか、私の職務として当然のことをしたというふうに思っています。 

今、ここで述べたこともですね、偽りも何もございませんので、それ以上にございません。 

○川島誠二主査（林 明敏委員役） ありがとうございました。私はこれで。 

○浅野勝義委員長（本人役） それでは時間も大分経過してしまいましたが、２点ほど私から

確認させてください。 
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１点目なんですが、先ほどテープを聞いていただきました。 

その中でですね、何点か苅谷議員が地元市長が家畜保健衛生所の計画に反対しているとい

う言葉が出たということを証人は証言してますが、これは出たということを証言したという

ように受け取ってよろしいですか。 

はい、証人、どうぞ。 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） すいません、テープの話ということですから。先ほど皆

さんも聞かれたと思います。 

宇野議員のお話で「反対というような」とかですね、「それに近い言い回し」ということ

でございました。 

先ほどもですね、私答弁でお話ししましたけれども。ですから私は市長さんも反対なのか

なと受け止めたというふうに答弁したと思いますけれど。 

この「反対というような」また「それに近い言い回し」ということは事実だというふうに

思います。 

○浅野勝義委員長（本人役） そうしますと「反対している」という言葉が出たというような

判断、解釈では証人はないということですね。 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） はい。 

○浅野勝義委員長（本人役） ないんですね。 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） はい。 

委員長、よろしいですか。 

○浅野勝義委員長（本人役） はい。 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） この半田部長のですね、公式な文書。ほかの方は日付と

かさまざまな記憶に基づく表現だと思うんですけど。 

半田部長の文書の最後のところだというふうに思うんですね。この言葉が一人歩きをして

いて「なお、市長も反対しているということだ」という趣旨の話があったということであり

ます。 

趣旨というのはどういう意味か御存知ですか。 

文章や話のですね、いわゆる言いたい部分の事柄ということですから、このままお話をし

たということではないというふうに普通解釈をされるとふうに思うんですけれども。 

ただ、なぜかこの市長さんも反対をしているという言葉が一人歩きをしていて、もちろん

それぞれ一対一であったり一対二での会話ですから、片方が言ったとか言わないとかでは結
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論は出ない話だというふうに思っています。 

この中で一番最も正式な文書はこの文書でありますので、私もこの文書は相違ないと。た

だ言葉足りないところはありますけれども。 

でも、そういう趣旨でですね、私も苅谷議員からの陳情を受けてそのように受け止めまし

たし、半田部長もですね、そのように受け止めたんだろうなというふうに私は解釈をしてい

ます。 

○浅野勝義委員長（本人役） そうしますと、証人はこの市長も反対していることだという

趣旨を半田部長に伝えたということですね。 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） はい。 

○浅野勝義委員長（本人役） 市長が反対しているというような形でお伝えしたということで

すね。 

確認ですが。 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） ですから、そういう趣旨の話があったというふうにこの

文書であるわけですから、そういうふうに解釈…… 

○浅野勝義委員長（本人役） 文章どおりに解釈して構いませんか。 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） そのように解釈していただければと思います。 

○浅野勝義委員長 そうしますと出たということになりますが、よろしいですか。 

はい、どうぞ。 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） それは言葉のあやでですね、広辞苑でも何でも辞典でも

調べていただきたいんですけれども。 

趣旨というのはですね、文章とか言葉のですね、言いたいことの事柄ですから、表して

いる事柄ということは、これそのままではないという解釈ではないかというふうに私は思

っています。 

委員長がそういうふうに決めつけておっしゃるのは公平なのかなというふうに私は思い

ますが。 

○浅野勝義委員長（本人役） 再度お尋ねします。 

出たのか出ないのか、出たか出ないかでお答えいただきたいと思います。 

どうぞ。 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） それはどういう言葉ですか。 

○浅野勝義委員長（本人役） ですから苅谷市議が「地元の市長も反対している」という言葉
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が、苅谷市議から出たかどうかということですよ。 

出たのか出ないのか。先ほどのテープでは出たというような言い回しがありましたけれど

も、テープの中ですね。 

もう１回テープかけて。 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） 申し訳ないですけど、私もメモしましたけれども「反対

というような」とか「それに近い言い回し」という言葉しか。 

皆さんも聞いてたと思いますけども。 

○浅野勝義委員長（本人役） もう一度確認させてください。 

林副委員長、２分ばかり待って。 

休憩前に引き続き、会議を開きます。 

はい、どうぞ。 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） 浅野委員長さんのですね、おっしゃる「市長も反対だ」

ということは、私は苅谷議員からは聞いておりません。 

○浅野勝義委員長（本人役） ない。 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） はい。 

以上です。 

○浅野勝義委員長（本人役） それでは半田部長がこのように受け取ったということに関して

はどのように。 

はい、どうぞ。 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） 私もそうですし、半田部長もそういう趣旨だというふう

にお答えをしてると思いますので。 

私は、ですからそういうふうに反対なのかなという、受け取ったことをですね、また半田

部長に伝えたということだというふうに思います。 

○浅野勝義委員長（本人役） 少し矛盾しているように自分には思えるんですが。 

出たのか、出ないのか。 

いいですか。証人に申し上げます。 

我々は真実の調査を目的としておるところですので、どちらか片方に肩入れするものでは

ございません。 

ですから出たのか、出ないのかを知りたいだけなんですよ。そういう言葉がね。 

ですからそれに対して、はっきりと我々委員の納得する形でもって、ひとつお答えいただ
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ければなと思って、再三御質問しているわけでございます。 

ですから、話というのはですね、伝えられた側の半田部長がそのように理解するような形

に話すのが話の説明の仕方だと。相手が真逆の形で取るような形では話さないと同じじゃな

いかと。私個人的には思うわけでございましてね。相手にしかと発言内容が伝わるように話

しされるのが話の持っていき方だと思うわけでございます。 

ですから、この中で半田部長が「市長も反対している」ということだという趣旨の話があ

ったということが、非常に我々も気になるんですよ。 

ですから「市長も反対している」というような意味合いの話を、証人が議長室に半田部長

を呼ばれてですね、そのような話をしたんじゃないかということを尋ねているわけでありま

して。 

その辺を明確にしたいんですよ。 

ぜひ御協力いただきたいと思います。よろしくお願いします。 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） 今の答弁するんですか。 

○浅野勝義委員長（本人役） はい。 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） さっき答弁しましたよ。 

○浅野勝義委員長（本人役） もう一度確認のためお願いします。 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） ですから先ほどお話ししたように。 

それは半田部長にということですか。 

○浅野勝義委員長（本人役） そうです。 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） 半田部長にということですね。はい。 

だから私は苅谷さんからのお話で、市長も反対だろうなというふうに受け止めましたので、

そのままお伝えをしました。 

以上です。 

○浅野勝義委員長（本人役） じゃあ、私からの最後の質問となります。 

証人は苅谷議員からの陳情の当日、すぐさま県の家畜保健衛生所計画の最高責任者である

半田農林水産部長を県議会議長室に呼び、苅谷議員の意向を伝えられたようであります。 

証人からすれば極めてささいな事柄であるかもしれませんが、私どもの太田市長の証言に

もあるように、本市にとりましては大問題であるわけでございます。 

半田部長に伝える前に同じ県議会議員である本市の宇野県議会議員等に相談をし、そして

確認をされてから苅谷議員の陳情を半田部長に伝えるといったような、慎重な行動を取って
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いただきたかったなと。そのように思うわけでございます。 

約620万県民の二元代表制の県政の片方の、証人は旗頭でございます。 

県議会議長としてはその辺が極めて軽率な行為だったんじゃないかと考えるのが常人の思

いだろうと私は存じますが、その辺についてはいかがですか。お答えいただきます。 

どうぞ。 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） それについては、私は陳情者、それからそれに賛同して

いる方々等の権利というものがあるというふうに思っています。 

ですから私は、私宛ての陳情書についてはまだ私が預かった状態になっております。 

ただし、知事宛てのものについてはあくまでも知事宛てですので、農林水産部長にですね、

知事に代わってお渡しをしたということであります。 

それだけだというふうに。 

○浅野勝義委員長（本人役） 先ほどうちのほうの石田議長からも経緯の説明がございました。 

長くなって申し訳ございません。 

その中でもやはり本市としてはですね、この問題で大変、いろんな面でですね、この問題

が大問題になっているわけなんですよ。 

ですから、できれば今申し上げましたが、苅谷議員の半田部長に市長も反対しているとい

うことだとの趣旨の話ですわね。これを半田部長にお伝えする前に、できれば同じ県会議員

である、どのような関係かは我々わかりませんけども、同じ県議である宇野県議あたりにち

ょっと相談してもらって、本当に市長が反対しているのかと。その辺を確認してからですね、

半田農林水産部長。これは国で言ったら農水大臣だと思うんですよね。大変な方だと思いま

す。ですから、そのような方にお伝えしていただきたかったなと。残念だったなと思うのが、

私の思いであります。 

ですからその思いについて、今御質問したわけでございます。 

今日は長時間にわたりまして、遠いところを来ていただきまして、本当にありがとうござ

いました。 

以上で、尋問はすべて終了いたしました。 

御苦労さまでございました。 

○山﨑利男主幹（阿井伸也証人役） 終わりましたけれども、その点については宇野県議にも

ですね、私はお詫びをしております。 

以上です。 
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○浅野勝義委員長（本人役） よろしくお願いします。ありがとうございました。 

それでは暫時休憩いたします。 

〔会議録の朗読終了〕 

  ───────────────────── ◇ ─────────────────────   

○浅野勝義委員長 それで一応議事録は終わりですね。 

会議録の朗読が終わりました。 

ほかに何かありませんか。 

○田村明美委員 これで調製済みということですか。 

それで、まだ委員長の決裁がされてないことなので朗読いただきましたが、公表はしてい

ない、できてないということなんですが、今後のこの会議録の公表についてはどういったこ

とが予定されてますか。 

○浅野勝義委員長 この会議録、調製は終わったというように判断しております。 

でありますが、この後ですね、今後についてということになろうかと思います。 

ですから、それについてはこの委員会終了後ですね、副委員長とちょっと相談させていた

だきまして、それで判断をしたいと思いますが、その辺のところでひとつ御理解いただきた

いと思います。 

○田村明美委員 はい、分かりました。 

○浅野勝義委員長 ほかに何かありますか。 

ないようですので、（２）に移らせていただきますが、その前に10分ほど休憩いたします。 

午後 ４時１０分  休  憩 

  ──────────────────────────────────────────   

午後 ４時２１分  再  開 

○浅野勝義委員長 それでは時間になりましたので、休憩前に引き続き、会議を開きます。 

  ───────────────────── ◇ ─────────────────────   

○浅野勝義委員長 次に、次第にありますように（２）本件に関する調査について、を議題と

します。 

私より説明申し上げます。 

付託調査事項、９月26日匝瑳市議会での栗田剛一議員の発言に関する事実内容の確認につ

いて調査を行うため、千葉県知事に対し、１、家畜保健衛生所建設計画に際し、地元説明会

等の地元説明に関する記録の提出を、また、千葉県議会議長に対し、２、家畜保健衛生所建
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設計画に関する千葉県議会事務局で保有する文書及び記録の提出を、記録提出請求書が届い

てから１週間後以内を期限とし、地方自治法第100条第１項に基づいて求めることとしたい

と思います。 

これについて、各位の御意見を求めます。 

行木委員。 

○行木光一委員 本件の事実を究明するためにですね、ぜひ必要であります。 

○浅野勝義委員長 ほかに御意見ございませんか。 

ないようですので、（３）に移ります。 

  ───────────────────── ◇ ─────────────────────   

○浅野勝義委員長 （３）今後の委員会での調査を含めた進め方について、を議題とします。 

本件について、委員の発言を許します。 

林委員。 

○林 明敏委員 この調査について、知事、県議会議長、市長宛て署名簿はいずれも確認した

ところコピーであるので、調査のため、原本の提出を求めたいと思います。 

以上です。 

○浅野勝義委員長  今、林委員のほうから原本提出の請求というような御意見がございまし

た。これについて、ほかに御意見ございませんか。 

はい、どうぞ。 

○行木光一委員 私もコピーをですね、見ましたけども、コピーでは本当によく分かりません

でした。 

原本をですね、やはり委員会は確認したほうがいいと思います。 

○浅野勝義委員長 ほかにありませんか。 

はい、田村委員。 

○田村明美委員 それに賛成するものですけれども、原本は、通常は議長とか知事とか市長と

かというところに届けられてるべきもののはずなんですが、今のところ全部コピーであると

いうことですので、提出はどこに請求できるのかなという単純な疑問ですが。 

いかがなんでしょうか。 

○浅野勝義委員長 通常ですと、その代表でしょうね。 

林委員も御意見をどうぞ。 

○林 明敏委員 代表に請求したいと思います。 
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○浅野勝義委員長 ほかに御意見ございませんか。 

はい、どうぞ。 

○佐藤 悟委員 最初の趣旨、それは言った、言うねえ、そっから始まっているもので、もし

万が一、これで原本の調べは、何のために、どういう意味でするんだ。 

それちょっと聞きてえんだけれど。 

コピーとかコピーでねえ、何、現物。今まで何回か調べているわけだっぺ。実質的には。

誰か、林氏だろうが誰であろうが。全然調べねえで今まで来ていて、今どうだでねえだっぺ。

俺は分かんねえけれども。今何か月かある中で。 

それを調べたところで何が今度は。それからどういう格好で。今度は偽証、それは何つう

の。それで入っていくの。 

この言ってる趣旨と正常化のための委員会の趣旨が、どこまで行けば収まりがつくかとい

うことをちょっとお聞きしたいんだけれど。 

○浅野勝義委員長 今、原本提出という話が出ました。 

これは話が出る以前からね、本来は正式な陳情書という形のものはやっぱり原本なんです

よね。本来は本委員会として原本を請求するのが筋だというふうに私は思ってましたが、あ

えて今まではそれを口外しません、自分の思いを今までは表明したことはございません。ど

なたにでも。今、林委員、またそのほかの委員の方々から原本提出、行木委員からですか、

原本提出というような話が出たわけでございます。 

ですから、本件に関しては原本を提出するのか、しないのかということだろうと思います。 

その趣旨云々ということに関しては、私のほうから説明する立場にないと思います。です

から、私はあくまでも委員長でございますので、この原本を提出したほうがいいのか、また

しないほうがいいのかということについては、皆さんの御意見を頂いて、またそれを参考に

して、この後の採決に入るというような形になろうかと思いますので、よろしくお願いしま

す。 

はい、どうぞ。 

○佐藤 悟委員 今、私が言うのは、知事、県会議長、太田市長、その３つにやってっから、

どっかには原本があんだっぺえけれども。ほかはコピーか、要するに。 

原本は１つ、後の２つはコピーで回したってことじゃないの。違うの。 

３つある中の。３枚書くの。そうでなければ分かんねえ、俺、全然。 

○浅野勝義委員長 まあね、今３つあるうちの１つが原本じゃないのかというような、佐藤委
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員からの発言がありました。それについて、私のほうから見解を申し上げます。 

３つとも全部調査資料として県のほうに、市のほうにも私どものほうで提出を頂きました。

みんな同じものです。ですから、原本がないんですよ。普通、こういう公の公的な文書に関

してはコピーでは普通は収まらないと思うわけでありますよね。 

ですから、今、林委員のほうからの発言、またその他行木さん、田村さんからの発言がご

ざいましたけれども、やはりこれは原本を提出しろということであれば、提出を求めるとい

うことであれば、これは正論であるなというようにも受け取れます。 

この後、委員の皆さんに判断してもらってですね、この後採決に入りますので、委員の皆

さんの良識に従って、ひとつ御判断いただきたいと思います。 

私からはどうしろこうしろということは申し上げません。 

ほかに意見ございますか。 

ないようですので、これから採決に入ります。 

○山﨑利男主幹 すいません。 

署名の件なんですけれど、市長と県会議長のやつには確かに写しと書いてあったんですけ

れど、原本がどこにあるか分からない。 

すみません、今、下に来ているその署名簿がありますんで、その署名簿の中に市長宛ての

やつは写しを提出しますというように書いてあるんですけど、確かに県議会議長が来たとき

に見せてもらったやつは、これは写しであると話をしたんですけど。 

県知事のほうにあるのが、から来たのがそこに写しと書いてあるのか、原本かというのが

すぐに分かりませんので、それを持ってきて確認してからでよろしいでしょうか。 

知事宛てのところに原本があるのか、もしくはほかのところが原本なのかというのがあり

ますので、県から来た署名簿のところに写しと書いてあるかどうかだけ確認をさせてもらっ

て、もしそこがないっていうことであれば県への署名になるので、そこが原本がある可能性

があるので、採決の前にそこだけ確認したいと思うんですが。 

○浅野勝義委員長 そうですね、正論ですね。 

ただ、物をですね、この前阿井議長の証人喚問の際には阿井議長が田村さん、行木さんに

確認をされましたね。 

ですから、通常ね、書物であれば書いたものか写したものかは、委員の皆さんも見れば一

目瞭然だと思います。ぜひこの際、見せてください。お願いします。 

暫時休憩します。 
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午後 ４時３２分  休  憩 

  ──────────────────────────────────────────   

午後 ５時１７分  再  開 

○浅野勝義委員長 再開します。 

  ───────────────────── ◇ ─────────────────────   

○浅野勝義委員長 ただいま委員の意見の中から林委員を初め、原本の請求という形がありま

した。それについては原本らしきものが出てきたということはありますが、その原本の請求

についていかがいたしましょうか。 

だから極端に言えば確認のためにもう１回請求してみるというのも１つの手だろうし、ま

た、これを原本と認めて請求はもうしないということにするかということも含めてですね、

この原本の請求に対しての御意見ございましたらどうぞ。 

○林 明敏委員 どちらにしても今、事務局川島君が言ったようにコピーが出てきたんだから、

それを原本を一度100条委員会に出してもらえばいいでしょ。それ請求して、手続を踏んで。 

今、ただ持ってきてるだけ。借りてきてるってだけ。正式な手続踏んで一度100条委員会、

特別委員会のほうに出してもらえば。それはそれで原本なら確認できれば終わりでしょ、そ

れで。私はそう思います。 

以上です。 

○浅野勝義委員長 はい、どうぞ。 

○佐藤 悟委員 私は逆にそれが出てきた、出てきねえは、俺は大した問題視はと思うんだよ

な。 

趣旨はもう何だって言ったら、議長に言ったか言うねえか。その確認が何かの経過で取れ

るか取れねえかが大きな問題で。これ何回やったって疑問形、疑問形ってのが俺はどこまで

もついてくる。あと３回やろうが５回やろうが、これも疑問だ、じゃあ次回やっぺや、また

これも疑問だってことでなっちゃうと思うんだよ。 

だから、最終的にはどういうのが俺たち委員の役目か。栗田の首を、自分が辞めるって言

ったんだから、それを取るのが仕事なのか。 

苅谷がやったことが偽証してるから、これも苅谷は呼んでねえけれども、これが間違いな

く言ったんだから、じゃあその原因はどっから選んでくるか。誰が証人するか、そこらの線

の改革も何にもできなくて、ただこのままでは調べ方がしょうないじゃないかと。 

だから委員会としては、まあ、わかったみてえなわかんねえみてえだに、犯人を捕まる捕
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まらねえじゃなくて、わかったみてえなわかんねえみてえな格好で終わりにしたほうがいい

と俺は思うんだけれども。 

今ここでこのコピーなのかコピーでねえか、それが出たところで大きな、結果的なこの趣

旨に基づいた委員会の役目がねえじゃねえかと。俺はあくまでもそのように思うんだけれど。 

後は皆さんの解釈、多数決の解釈。それはどっちでもいいけど。 

○浅野勝義委員長 それについてね、私からひとつ意見申し上げます。 

初回の栗田議員の証人喚問の際に、栗田証人からですね、署名簿を含めた調査をしてくれ

というような要請があって、その後、たしか協議会を開いて委員の皆さんにもんでもらって、

それで担当課を含めて調査をするということに決定しています。委員会での。 

これは議事録に残ってますよね。ですから、これは調査をしなけりゃならないんですよ。 

そのときに今のような意見は出ませんでしたもんで、これはあくまでも調査をするという

ことで始まったわけであります。 

それで本委員会の目的は今佐藤委員も言われましたけども、栗田議員の発言の真偽を求め

る委員会でありますので、それについてやはり粛々と進めていって結論を出さなければなら

ない。そのように思うのは常識であります。 

ですから私はこの常識にのっとって、この委員会で真偽の確認はしなければならない。 

で、委員会でありますから、最後に報告書も書かなければなりません。この報告書を書く

までが私の責務だなというように認識をしております。 

でありますから、これをうやむやにとか、ある程度のところでということに関しては、報

告書を書ける段階までは、やはりこのまま進行せざるを得ないのではないかと。そのように

思います。 

ただ委員の皆さんがですね、もうこの辺でということであれば、別に私の独断で進めるわ

けにはいきませんから、皆さんの意見に従って委員長としての責任を果たさせていただきま

す。 

以上であります。 

暫時休憩します。 

午後 ５時２５分  休  憩 

  ──────────────────────────────────────────   

午後 ５時２８分  再  開 

○浅野勝義委員長 それでは再開します。 
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先ほど、原本の提出という形の発言がありました。これについて、どうお諮りしたらよろ

しいか。 

皆さんの御意見を伺います。 

はい、どうぞ。 

○田村明美委員 林委員も発言されたと思うんですが、この委員会として、特別委員会として

正式に原本の提出を求めて。そうしますと公然とね、いろいろそのことを目で見たりとか、

委員会としてその資料をもとにどう調査していくのかというのが出てくると思うので、それ

をお願いしたいと思います。 

○浅野勝義委員長 ほかに御意見ございませんか。 

ないようですので、これより採決に入ります。 

  ───────────────────── ◇ ─────────────────────   

○浅野勝義委員長 （２）本件に関する調査について、２件の記録提出請求申出について、を

採決したいと思います。 

それでは２件の記録提出請求申出について、賛成の委員の挙手を求めます。 

（「２件のというのは」と呼ぶ者あり） 

○浅野勝義委員長 （２）の件です。 

（「２件の」と呼ぶ者あり） 

○浅野勝義委員長 （１）については報告ですので。 

（「２件って（２）」「本件に関する調査について」と呼ぶ者あり） 

○浅野勝義委員長 本件に関する調査について、という（２）についてです。 

（「地元説明会と」と呼ぶ者あり） 

○浅野勝義委員長 と、もう１件ありましたね。 

県の議会事務局に保管してある書類がもしあれば提出してほしいという要請です。 

○平山政利委員 てことは、ちょっといいですか。 

そうすると議題の（２）の本件に関する調査について、２件に関する調査についてという

のは、（２）の件について調査ということで、２件じゃなくてね。 

２についての調査について。 

（「議事録の調査すっかしねえかだっぺや」「そうそう」「署名でねえ」

と呼ぶ者あり） 

○浅野勝義委員長 地元説明会のときの資料が県にあれば。 
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それと千葉県議会事務局で保管する、保管もしもしてあればそれを提出してほしいという。

なければ提出なしということです。 

（「これ１件ずつやったほうがいいんじゃないでしょうか」と呼ぶ者あ

り） 

○浅野勝義委員長 そうか。じゃあ、そうするか。それでは訂正します。 

採決に関してはですね、一応念のため、片方が賛成で片方が反対という立場の方もおられ

ようと思います。そういうようなお考えの方もおられようかと思いますので、これをまとめ

て、２つのものをまとめて（２）として採決を採るという形でなくて、１件１件に分けて採

決を採ります。 

（２）の件でございますが、１つ目が家畜保健衛生所建設計画に際し、地元説明会等の地

元説明に関する記録の提出について、採決を採ります。 

これについて、記録提出請求申出について、賛成の委員の挙手を求めます。 

〔挙手多数〕 

○浅野勝義委員長 挙手多数、賛成多数であります。よって、そのように決しました。 

次に、（２）の２つ目、家畜保健衛生所建設計画に関する千葉県議会事務局で保有する文

書及び記録の提出について、賛成の委員の挙手を求めます。 

〔挙手多数〕 

○浅野勝義委員長 挙手多数、賛成多数であります。よって、そのように決しました。 

  ───────────────────── ◇ ─────────────────────   

○浅野勝義委員長 次に（３）今後の委員会での調査を含めた進め方について、林委員ほか２

名から御意見のあったとおり、家畜保健衛生所建設についての陳情の原本の提出を求めるこ

とに対して、採決いたします。 

これに賛成の方の挙手を求めます。 

○平山政利委員 その前にちょっといいですか。 

○浅野勝義委員長 はい。 

○平山政利委員 この原本の提出を求めるってことは、誰に対して求めるってことで。 

ちょっと教えてもらいたいんですが。 

○浅野勝義委員長 それは代表でしょうね。 

（「市長か」と呼ぶ者あり） 

○平山政利委員 市長。 
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○浅野勝義委員長 ですから、代表ということしか今は自分には言えないと思います。 

○平山政利委員 自分なりに考えたら市長でいい。 

○浅野勝義委員長 いいとか悪いとか自分に聞いてもらっても困るんだけれども。 

○平山政利委員 代表って言っても。 

○浅野勝義委員長 だから、これからね、いろいろ調査していく上で代表という方が出てくる

可能性もありますし、また出てこない可能性もあります。でありますから、それについては、

これについてはこの後ですね、副委員長と相談して決めさせて、人を定めていきたいと思い

ます。 

まあ、今のところ原本と思われるものが産業振興課に保管してあったという件も踏まえて

ね、その代表という件に関して、これから調査をして、それで確認したいと思います。 

いずれにしても原本提出、原本を請求するということに対して賛成か反対かを今回決した

いと思いますので、よろしくお願いします。 

繰り返します。 

今後の委員会での調査を含めた進め方について、林委員から御意見のあったとおりとする

ことに御異議ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○浅野勝義委員長 御異議なしと認めます。以上で、匝瑳市議会の議会運営等の…… 

（「採決取るの」と呼ぶ者あり） 

○浅野勝義委員長 採決だ。採決採ったよな。 

（「ちゃち入れちゃったからよ」「誰に対してかを」と呼ぶ者あり） 

○浅野勝義委員長 とりあえずね、本委員会の会議では…… 

（「一応委員長、もう１回採決」と呼ぶ者あり） 

○浅野勝義委員長 そうですか。 

原本の提出を求めるかどうかについてを採決したいと思います。 

原本の提出を求める件につきまして、賛成の方の挙手を願います。 

〔挙手全員〕 

○浅野勝義委員長 挙手全員、賛成全員であります。よって、そのように決しました。 

  ───────────────────── ◇ ─────────────────────   

○浅野勝義委員長 以上で匝瑳市議会の議会運営等の正常化のための特別委員会を終了します。 

午後 ５時３８分  散  会 
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